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蝸牛軟体部白子の遺伝
江 村 　 重 雄
Genetical Studies on Body Color in Japanese Land Snails 
Euhadra quaesita and Bradybaena similaris 
By 
Shigeo Emura
　まえがき　蝸牛類は人類の身近に生活する動物の仲間で，この類に関する研究は多いが遺伝学
的方面の解明は比較的にすくない。貝殻色の遺伝にっいては古くLang（1908）の研究があり，
それ以後は欧州産の種類での究明が大部分である。わが国産のものではわずかに江村等のオナジ
マイマイを材料とした報告があるにすぎない。
　また軟体色の遺伝は白子と野生体色との遺伝関係が欧州産蝸牛Cepaea（Cain　etc．1954），
淡水産巻貝Lymnaeα（Boycott　etc．1927等），日本産ナメクジ（池田，1928）などの少数の研
究がある。
　ここでは著者の直接観察した日本産のナメクジ類と蝸牛類との軟体部白子を記載し，更た日本
産蝸牛白子の遺伝にっいては研究報告がほとんどないので，ヒダリマキマイマイとオナジマイマ
イに関する実験結果を報告する。
（A）材料と飼育方法
（1）オナジマイマイ
　オナジマイマイBradybaena　similaris（F6russac）はBHCやDDTが盛んに使用された以
前（1945年頃まで）には日本各地に最も普通な蝸牛の一種であった。本州・四国・九州の海岸に
近い地方やその属島・小笠原・八丈の諸島に産する。北海道では道南地方に採集記録がある（駒
井，1951・江村，1965）。最初Timor島から報告され，本来東南アジァ温熱帯地方原産のもの
であるが台湾・中部および南部支那・アフリカ・オーストラリア・中央および南アメリカなどに
も知られているから世界的に分布する蝸牛である。その伝播はコーヒー樹・サトウキビなどの輸
入と共になされたものとする説もあるが確かではない。ただ人類の交易にこれが関係しているこ
とは事実であろう。
　貝殻は右巻で殻高10mm，殻径15mm，螺層は5．5階で，殻の地色が淡黄色で色帯のないもの（淡
黄色無帯），淡黄色地に栗色の帯を1本有するもの（淡黄色有帯），地色が淡褐色で帯のないもの
（淡褐色無帯），淡褐色地に栗色の帯を1本有するもの（淡褐色有帯），の4殻色型がある。便宜
のために順次YU　t　YS・BU・BSとする。野外ではYUが最も多産しYS・BUの順でBSは非常
にすくない（第1図）。°
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　　　　A　　　　　　　　　B　　　　　　　　　C
　　　　　　　　　第1図　オナジマイマイの殻色4型模式図
A　淡黄色無帯YU，　B　淡黄色有帯YS，　C　淡褐色無帯BU，　D
　　　　　　　　　　　（Komai　and　Emura，1955）
D
淡褐色有帯BS
（2）ヒダリマキマイマイ
　ヒダリマキマイマイEuhadrαquaesita（Deshayes）殻高3伽，殻径45mmほどの左巻蝸牛で
中部以北の本州に産し，新潟県では大型種としては最も普通である。殻の地色は黄色で色帯を1
本もっ0204型が多いが無帯0000型から4帯1234型まで変異に富み，地色も黄色から褐色までの変
化があり，分類学上からはチヤイロヒダリマキマイマイE．quaesita　montium，ヘグラマイマ
イE．quaesitαheguraensisその他の変種があるが，何れも相互間の交配が可能である。
（3）飼育方法と生活史
　野外で採集した蝸牛は紙に包んで押しっぶされないようにマッチ箱や木箱に入れて持ち帰ると，
軟体部を殻内に入れて休眠している。ボール箱は食い破られないように注意を要するし，ガラス
器やブリキ箱またはこれに類する非通気性のものは不適当である。蝸牛類は多湿時によく活動す
るが，しかし採集品を青草と一緒にしたり，水分を多くすると盛に活動して死亡しやすいから，
乾燥休眠が最も安全な輸送方法である。
　飼育は木箱や植木鉢でもよく，内部を観察するには透明な器具が便利である。著者は直径9cπ，
高さ5・cm位の大型シャーレか，特に製作した直径高さともに11cmのガラス器を用いている。蓋は
ガラス板，金網などで動物が這い出さなければよいが，平板蓋よりもシャーレ蓋にしないと混入
や逃げだすおそれがある。刺繍用の木枠にレントゲンフィルムか厚手のビニールをはめこむと透
明だし必要に応じて好みの穴をあけられて好都合である。
　器底には畑土を入れる。この土は焼いて野生蝸牛の卵や幼貝の混入を防除する。飼料は野菜類
ならなんでもよいがキウリを最も好む（江村，1930）。また石灰源として養鶏用のカキ殻粉を入
れる。飼料は腐敗しないうちに取替え，器内の土には適度の湿気を含ませておく。水分の過多過
少はともに有害で，土は月に1～2回ほど交換する。
　飼育器の土中に産下された卵塊（第2図）は卵殻を傷っけないように注意してピンセットで取
出し，直径9・cmほどのペトリ氏シャーレの底に湿した脱脂綿と濾紙を敷いた上に入れ蓋をしてお
くと20日位で艀化する。
　幼貝もこのシャーレに焼土を入れたものを用い，湿度を適当にしておくと大型飼育器よりも発
育がよい。
　産卵は適当な温度の下では1年中行われるが，その最盛期は5～7月である。1回の産卵数は
ただ1個の場合から最も多いときは92個あったが，大体9～20個が普通で，1卵塊状となって土
中や落葉の下にある。1年聞の産卵回数および産卵総数は個体によってかなりの相違を示すが平
均11回に190個を産む割合で，最も多い個体は43回で671個産出した。
　成長は速かで6月頃に卵孚化したものは，その後80～90日で殻の成長を完了し，100～120日頃か
ら交接し，その後6日位で第1回の産卵をする（江村，1932．b）。
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　第2図オナジマイマイの産卵
　　　　（硝子器の外側から見る）
T……大触角牽引筋　e……卵　×3
　　　　（江村，1932b）
　蝸牛類は雌雄同体（第3図）であるが自己受精は稀
（池田・江村，1934）で成熟2個体は交互的に交接し，
（第4図）両個体ともに産卵する。すなわち各個体は
雄と雌との作用を同時に行って，精爽を交換し，その
後両個体ともに産卵する。
　寿命　外国産蝸牛の寿命にっいては多くの報告があ
る。ヨーロッパ産のHelix　asPersaは5年位（Cook，
1913），食用蝸牛のHelix　PomatiaにっいてはMei一
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　　第3図オナジマイマイの生殖器官
at生殖腔，　bt受精腔，　ed　蛋白腺，
ep　陰茎本体，　es輸精卵管，　go生殖
口，ov　輸卵管，　pfs矢嚢，　ps陰茎
鞘，rm　陰茎牽引筋，　rs受精嚢，　sd
粘液腺，va膣，　vd輸精管，　zd両
性腺，zg　両性管，　A　恋矢　　　×3．5
　　　　　（江村，1932b）
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　　　　　　　　　　　　　第4図オナジマイマイの交接
左…交接初期，中…中期，右…末期A，a生殖腔，　P，P陰茎，　pf恋矢，　PFS，　pfs矢嚢，　V，v膣（江村，1932　b）
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senheimerは普通2～3年，　Kttnkelは6～7年と報じ，飼育の際は11年間の生存が報告され
ている。蝸牛類は形態が異るごとく寿命も種類によって相当の差異があるらしい。オナジマイマ
イは飼育でも野外でも3年間は生殖能力を保有している。
　以上はオナジマイマイの生活史を中心として述べたが，ヒダリマキマイマイでは卵も卵殻も大
きく，したがって卵孚化までの日数・幼貝の発育も長時日を要した。ヒダリマキマイマイが卵孚化か
ら成貝に達するまでの経過は飼育管理および個体によって大差がある。早いものでは12か月，お
そいものでは30か月ほどを要した。
（4）オナジマイマイの殻色の遺伝
　交配実験には比較的大型で殻口部の完成しない（殻口部の軟かい）幼貝を用い，1匹づっ隔離
飼育すると処女の成貝が得られる（殻口が外反転して完成するまでは交接がみられない）。この隔
離成貝を殻色4型の同一のもの同志，または異るものを各1匹づっ同居させるとまもなく交接す
る。交接は夏期でも2～3時間を要するので注意していれば見逃すことはない。また1回の交接
で相手から受取った精子は約10か月は受精能力を保持している（池田・江村，1934）。交接を確
認したら再び1匹づっ別器に隔離して産卵させる。同居のままにしておくと2個体ともに産卵す
るので母親がわからない。本種の殻色4型，淡黄色無帯YU，淡黄色有帯YS，淡褐色無帯BU，
淡褐色有帯BSは人類のABO式血液型と同じく3対立遺伝子によって生じYUは劣性遺伝子褐
色および有帯はそれぞれ別の優i生遺伝子によりBSは2っの優1生遺伝子を併有する（江村，1955
駒井・江村，1955）。この4表型を交配すれば次の10組合せが作られる。
　　　YU×YU
　　　YU×YS
　　　YU×BU
　　　YU×BS
　　　YS×YS
　　　YS×BU
　　　YS×BS
　　　BU×BU
　　　BU×BS
　　　BS×BS
　また各表現型を遺伝子記号で表わすと次の通りになる。
　　　黄色無帯
　　褐色無帯
　　黄色有帯
　　褐色有帯
cはcolor，
UUSSYBYB cs／cs
cBs／cBs，　cBs／CS
cs＋／cs＋，　cs＋／cs
cBs／cs＋
　　　　　　sはstripeの頭文字である。
　また遺伝子型では21組合せでF1の分離比は第1表の如くである。蝸牛類の交配では’2個体と
もに産卵するので，母親を確認しておけば（隔離飼育）相反交配の結果が同時にえられて都合が
よい。
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第1表　オナジマイマイの殻色遺伝子型の交配とF、の表現型
交 己酉 の 組
cs／cs
〃
〃
〃
〃
〃
× cs／cs
cs＋^ cs＋
cs＋^ cs
cBs／cBs
cBs／cs
cBs／cs＋
cs＋^cs＋
　〃
　〃
　〃
　〃
× cs＋^ cs＋
cs＋^ cs
cBs／cBs
cBs／cs
cBs／cs＋
12．　cs＋／cs
13．　　　〃
14．　　　〃
15．　　　〃
× cs＋^ cs
cBs／cBs
cBs／cs
cBs／cs＋
16．　cBs／cBs　×
17．　　　〃
18．　　　〃
cBs／cBs
cBs／cs
cBs／cs＋
19．　　　cBs／cs
20．　　　〃
× cBs／cs
cBs／cs＋
21．　cBs／cs＋　×cBs／cs＋
F、の表現型と分離比
USSUUSYYYBBY
YU＝1　1
YU＝1　1
BU＝1　1
YS
YS
BS
YS　BS－1　1
YS　BS＝1　1
SUUSYBYY YU＝3：1
BS＝1：1
YS：BU：BS－1：1　1　1
BU：BS－2：1：1
BU
BU
BU　BS・＝1　1
BU　YU＝・3：1
YS　BU：BS　・－1　2　1
YS　BU　BS　一＝1　1　2
記号の説明は本交を見よ。
（B）　日本産有肺類の軟体部白子
　有肺類Pulmonataの白子にっいてはBoycot　and　Diver（1927），　Cain（1956）その他の
報告があり，わが国では池田（1937），江村（1952）などわずかの記載しかないようなので著者
の観察した日本産有肺類の白子を記録しておく。
　（1）ナメクジの白子
　ナメクジPhilomycus（lncilaria）bilineatusの体色にはかなりの変異はあるが，大体の基
本地色は帯黄褐色で背面に3条の黒縦帯があり，全体に黒色素が小量づっ不規則に散布する。こ
の色素細胞は黒色素胞Melanophoreでメラニンを含むものと黄色素胞Xanthophoreとから
なる（図版1，2，3）。
　ナメクジの軟体部白子Albinoはメラニンf色素細胞を欠如するもので，その体は淡黄色を呈
しており，長触角の先端部の眼には黒色細胞がある。即ち完全な白子ではなく半白子Semialbino
である。
　池田が交配実験に使用したナメクジ白子は1924年に大津で採集と報告してあるだけだった（池
田，1937）。その後御遺族の御教示により大津市長等町長等神社に向って約100・m左方の人家の前
庭と判明した。ここの白子は個体数も多く，本年（1971）春の調査では50年前の生育環境とほと
んど変化がないようだった。
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　（2）ヤマナメクジの白子
　ヤマナメクジPhilomycus（lncilariα）fruhstorferiは山地に普通な大形種で黄褐色の地に
体の背側に3条の黒縦帯を有し，中央黒帯と左右帯との間にも斜後方に向う黒帯が山形となって
前後に数条認められる。
　本種の白子は新潟県北蒲原郡黒川村宮久の奥地鹿の俣川添の山道で1956年7月にただ1個の成
体を採集した。この個体は全身淡黄褐色で眼点にも黒色素胞のない完全白子である（図版4，5）。
　（3）ヒダリマキマイマイの白子
　ヒダリマキマイマイEuhadra　quaesitaの軟体部には黒色素胞が不規則に散在し，体内部で
も外套膜・筋肉・内臓・生殖器官などにも認められる。この色素胞の多少は個体的にも地理的に
も変異に富む。
　著者は日本各地の本種を多数調査したが，野生での白子は次の6個体を観察しただけであっ
た。
　白子No．1　1928年10月に新潟県内野町（現在は新潟
市）清徳寺裏のヤダケ藪で採集，殻高18mm・C！）幼貝で殻は
黄褐色地に0204の色帯を有す（第5図）。
　軟体部は白色で淡肉色の小点が不規則に散在し，長触
角先端の眼に黒色素胞をもっ半白子で，1930年まで飼育
し殻高は25mmに達した。
　白子No．2からNo．6まではi新潟県東頸城郡小黒村（現
安塚町）行野小学校児童によって採集された多数のヒダ
リマキマイマイの中から得られたものである。
　No．2は成貝で殻高22mm，殻幅44mm，殻色帯02（3）4で
右大触角がやや短小だが他は正常で，軟体色は乳白色を
呈し，頭瘤と触角の先端はやや飴色の完全白子である。
　No．3も成貝で殻高22mm，殻幅41mm，殻色帯1234で眼
点黒色の半白子で，No．2とともに1931年5月採集の12
個体中にあった。
　No．4　1932年5月に採集された殻色帯（1）234の幼貝
で，眼点にも黒色素のない完全白子である。
　No．5　は殻色帯0204の成貝の半白子。
　No．6
第5図ヒダリマキマイマイの白子No．1
　　　　　　　（ほぼ実物大）
　　　　は殻色帯（1）234の成貝完全白子でNo．5とともに1932年6月に採集の159個中のもので
ある。野生型軟体色の殻色帯は0204が43個，1234が96個，0000が7個，チヤイロヒダリマキ地色
で1234が8個，0000が3個だった。
　（4）オナジマイマイの白子
　オナジマイマイBradybαenαsimilαrisの野生型軟体部は頭頸部・外套膜・筋肉・内臓・生
殖器官などに黒色素胞が散在し，その状態は個体的にも地理的にも変異が多い。
　本種の野生個体は集団遺伝学の研究上から非常に多くの個体を調査したし，交配実験では長年
にわたり実験室内で数万個を飼育したが次の1例の白子を発見しただけである。
　1953年殻色BS×BSの交配実験の1組から軟体部普通型13，白子9個体の幼貝を発見した。
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この系統は長崎市原産のものを国立遺伝学研究所（三島）の駒井卓先生から1951年に送付された
ものの子孫である。
　この白子は眼点にだけ黒色素胞のある半白子で軟体部普通型との区別のきめては大触角牽引筋
に黒色素胞が認められない点である。前述の如く本種の黒色素胞の表現状況は非常に変異に富む
が，最後までこの色素の残留する個所は眼点で，っいで大触角牽引筋である。したがって半白子
では透明水晶棒のような先端に黒い眼が美しく認められ，軟体部普通型ではこの眼柄が黒または
灰色を呈す（図版6～14）。
（C）蝸牛白子の交配実験
　動物の白子は野生色から突然変異として現われるもので，野生色に対して単純劣性のものと優
性のものとある。欧州産の淡水産巻貝Lymnaea（Boycott　and　Diver，1927．　Cain，1956）や
陸産蝸牛Cepaea（Cain　and　ShepPard，1954）で研究されている。
　日本産蝸牛の白子の遺伝にっいてはほとんど報告がない。生物の遺伝関係は，同一種間でも形
質によって遺伝型式がまちまちのこともあるし，異種の場合には推定は許されるが実験後でなけ
れば確言はできない。例えば蝸牛殻色の遺伝は欧州産のものについては古くLang（1908）の研
究があり，無帯は有帯に対して優1生の遺伝形質で，その交配実験図は各国の教科書にまで示され
ている。それで日本産蝸牛にっいてはどうかと著者はオナジマイマイで交配実験を試みたところ
Langの結果とは異り無帯0000が有帯0200に対して劣性だった。しかも自然界ではこの無帯個体
が最も多く生息している。
　日本産ナメクジの野生色型と白子との交配実験は池田が1928年以降報告しており，後者が単因
子劣性遺伝をする。しかも本種は動物界では稀な自家受精が交配の際でも20％近くも出現する個
体がありその分離比の検討には慎重な注意が肝要である。
　わが国産蝸牛軟体部白子にっいてはどんな遺伝をするか，今までに白子を発見できたヒダリマ
キマイマイとオナジマイマイの2種にっいて実験結果を報告する。
（1）ヒダリマキマイマイの白子の遺伝
　本種の白子は前述の如く野外から6個体採集できたが交配実験は白子No．2とNo．3について
だけ成功した。
　No．2は完全白子で殻色帯は02（3）4，　No．3は眼点に黒色素胞をもっ半白子の殻色帯は1234で共
に成貝を採集した。したがって両個体ともに野外での交接が予想されるが，実験室内では隔離飼
育して交配実験のときだけ同居させた。その結果1931年9月5日に交接の成功が観察された。
　そしてNo．2は同年9月30日から10月11日までの聞に3回で159卵を産出し，この卵塊は25°Cの
定温器中で平均35日を要して卵孚化した（卵孚化率97％）。またNo．3は9月29日1回だけ48個を産
下し，25°C，34日で91％艀化した。
　この幼貝199個体は野生体色のもののみだった。
　この幼貝を注意して飼育を行い，成熟直前の亜成貝は隔離飼育とした。しかしほとんどが成熟
前に死亡し，卵孚化から約3年半後の1935年春にようやく2個体の成貝を得られ交接が成功した。
そのうち殻色帯1234で野生軟体色のものが5月22日と6月6日の2回で44個産卵し7月9日に27
の幼貝が得られた（艀化率61％）。この幼貝は普通軟体色19，眼点に黒色素胞のある半白子が8
個体だった。普通体色相互間交配の子供が2型に分離したから，この交配個体の遺伝子型はヘテ
ロと考えれば，その分離比は3：1が予想され，κ2＝0．309（P＝．50－．70）で白子は単因子劣性
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と推定できる。なおこの交配の他の相手は不産卵で死亡した。
　ヒダリマキマイマイ白子No．2とNo．3とは前述の如く野外で成貝となっていたもので，採集
以前に他の個体との交配が考えられ，その場合は野生体色のものが相手だった確率が非常に高い。
そして野生体色因子をもっ精子が受精嚢内に多数残存していて，実験室内での白子相互間交配後
でも1931年の産卵中では白子が不出現だったと思考する。本種では相手蝸牛から受取った精子が
受精嚢内でどれほどの期間受精能力を保有しているか実験がないので不明だが，オナジマイマイ
では遺伝学的研究の結果すくなくとも16個月間は受精能力を保持している（池田・江村，1934）。
またモノアラガイの1種Lymnaea　stagnalis　aPPressaでは116日の報告がある（Cain，1956）。
　更に眼点に黒色素胞の有（No．3）無（No．2）両者の交配だったが，この半白子と白子との
遺伝関係にっいては逐に解明の機会がなかった。大型蝸牛の交配実験は労力と年月とを要するが，
この小交配実験を後日の参考資料として記録しておく。
（2）オナジマイマイの白子の遺伝
1953年飼育中に発見したオナジマイマイの軟体部白子とその同胞は次の如くである。
白子・淡黄色有帯
白子・淡褐色無帯
白子・淡褐色有帯
野生体色・淡黄色有帯
野生体色・淡褐色無帯
野生体色・淡褐色有帯
mYS……　　1
mBU…　　・4
mBS…　　　　4
MYS・…　　　5
MBU・……・…5
MBS…・　…3
　軟体色だけについてみれば野生体色13個体・白子9個体だった。この白子は前述の如く眼点に
黒色素胞をもっ半白子を略称している。
　この交配実験は白子発見の翌年（1954）から3年にわたってなされ，同時に殻色との連鎖関係
をも研究調査した結果を第2表に示す。
第2表オナジマイマイ白子の遺伝
交配型　　　　　　年次
mBS×mBS
mBS×mBS
mBS×mBS
mBU×mBU
mYS×MYU
MYU×mYS
mBU×MYU
mBS×MBS
MYS×MYS
MYS×mYS
MBU×MBU
MBU×mBU
MYS×mBU
MBS×mYS
野　　生　　色（M）
yslBulBSlyu
217
100
18
312
251
30
∩コー
36
189
36
4りD
113
　9
白 子（m）
Ys BUIBSIYU
19
107
299
29
40
17
41
195
17
16
202
149σ79自OO
22
ρU9Ω09臼
38
4
合計 2X
1．140
1．415
1．983
6．095
0．741
4．190
2．035
0．430
0．325
0．356
P
．50－．70
．30－．50
．30－．50
．20－．30
．80－．90
．02－．05
．50－．70
．50－．70
．50－．70
．90－．95
この表の交配型1・2・3は白子で淡褐色有帯mBS相互間交配を3個年にわたって繰返した
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もので，軟体色はすべて白子，殻色3型は淡黄色有帯YS，淡褐色無帯BU，淡褐色有帯BSが
1：1：2の比に分離している。
　交配型4は白子淡褐色無帯mBU同志の交配で親と同一型のもののみが得られた，この交配の
殻色はホモである。
　交配型5は白子淡黄色有帯mYSと野生体色淡黄色無帯MYUとの交配で，交配型6はその相
反交配で，両交配型ともに野生体色淡黄色有帯MYSのみができ，野生体色は白子に対して，殻
色有帯は無帯に対して単純優性であることがわかる。そしてこの場合の優性形質は何れもホモで
あった。
　交配型7は軟体色にっいては交配型5・6と同様であり，殻色にっいては淡褐色地Bが淡黄色
地Yに対して優性である。また実験に使用した優i生個体は何れもその形質についてホモだった。
　交配型8は殻色は淡褐色有帯BS同志で軟体色の異るものの交配で，野生体色淡黄色有帯・淡
褐色無帯，淡褐色有帯と白子で前記の3殻色のものとが1：1：2：1：1：2の割合に出現し
ているから淡褐色有帯と野生体色とは何れも遺伝的にヘテロの個体である。
　交配型9は野生体色淡黄色有帯MYS同志の交配で野生体色淡黄色有帯と無帯のもの，白子で
淡黄色有帯と無帯のものとの4型が9：3：3：1の比に分離しており，体色殻色ともにヘテロ
のものだった。
　交配型10の殻色は淡黄色有帯同志で体色は野生型と白子との交配で，同一殻色YSの次代が野
生体色と白子に分離し，野生体色にっいてはヘテロだった。然るにこの実験数251と299を1：1
の分離理論とすればκ2試験法ではPは0．05以下となり，標準誤差でもD／σは2．13で理論比に合う
とはいわれない。しかし他の交配型での分離比は何れも満足されているので白子が野生体色に対
して単純劣性とみてよいものと確信する。
　オナジマイマイの自家受精は非常に稀であるが，個体によってはかなり出現する場合もある
（池田・江村，1934）。交配型10は交配実験5組の合計であるが，そのうちの或1組に白子の出
現が特に多かった。そこでこの交配型での分離比の異常は白子淡黄色有帯mYSの1個体に自家
受精が多発した結果，白子の異常出現となったものかと想定する。
　交配型11は野生体色淡褐色無帯MBU同志の交配で，野生体色淡褐色無帯と淡黄色無帯，白子
淡褐色無帯と淡黄色無帯とが9：3：3：1の比に分離した。故に殻色軟体色ともにヘテロであ
り，両者の間に連関は認められない。
　交配型12は淡褐色無帯BUで野生体色と白子との交配実験で，親と同殻色で野生体色と白子と
が1：1の比にわかれ野生体色淡褐色無帯の母貝は体色にっいてヘテロだった。
　交配型13は野生体色淡黄色有帯MYSと白子淡褐色無帯mBUとの交配実験で淡褐色有帯の殻
をもっ野生体色と白子とが1：1の比に分離した。故に殻色にっいてはともにホモで野生体色は
ヘテロの母貝である。
　交配型14は野生体色淡褐色有帯MBSと白子淡黄色有帯mYSとの交配で野生体色で淡黄色有
帯と淡褐色有帯，白子で淡黄色有帯と淡褐色有帯とが1：1：1：1の比に分離したから野生体
色と淡褐色有帯はヘテロで淡黄色有帯はホモである。
　これらの交配実験の結果オナジマイマイの軟体部白子は野生体色にっいて単因子劣性の遺伝を
する。また殻色4型は軟体色とは関係なく3対立遺伝子による行動をとる。即ち本種の軟体色と
殻色とはおのおの独立に遺伝し連鎖関係は認められない。
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摘 要
　1・　日本産有肺類Pulmonata　4種の白子Albinoを記載し，蝸牛2種で野生体色と白子と
の遺伝関係を研究した。
　2．ナメクジPhylomycus（lncilariα）bilineatusでは眼点に黒色素胞のある半白子が大津
市で採集され，池田は細胞遺伝学の研究に飼育し，その後，江村も採集および飼育実験した。
　3．　ヤマナメクジPhy　lo〃myczas（lncilaria）frzahstorferiの目艮点にも黒色素胞のない完全白
子を新潟県下で採集した。
　4．　ヒダリマキマイマイEukadrαqblαesilaの完全白子3個体，半白子3個体を新潟県下の
2地区から採集して飼育した。
　5．オナジマイマイBrαdybaena　similarisの半白子を実験室内で飼育中のものから遇然に
発見した。
　6．　ヒダリマキマイマイの白子が産下した野生体色の幼貝を3年半飼育して，相互交配を行い，
白子は野生体色にっき単純劣性遺伝形質と判定した。
　7・オナジマイマイの白子にっき軟体色と殻色型との遺伝関係を調査し，白子は野生体色に対
して単遺伝子劣性である。
　8・　オナジマイマイの軟体色と殻色4型とは独立に遺伝し，連鎖関係はない。また軟体部白子
　　でも殻色の表現型式には野生軟体色個体となんらかわりが認められない。
図　版　説　明
1．　ナメクジPhilomycus（lncilaria）bilineatusの野生体色
2．3．　ナメクジの半白子
4．ヤマナメクジPhilomyczas（lncilaria）fruhstorferiの完全白子
5．　ヤマナメクジの野生体色
6・～10・オナジマイマイBradybaena　similarisの野生軟体色，殻色は6はBS，7はYS，8
　　はBU，9はBS，10はBU
11・～14．オナジマイマイの半白子，殻色は11～12はBU，13はYS，14はBS
16
11
郎轟牛i欧｛本音1；白子の｝遺t云
7
8
12
4
2
3
2ワ
9
13
5
10
14
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